








その他のタイトル On Functions of Mind Picturing in an Early


















マワオン・リチャードソン (MarionRichardson， 1892 -1946)は，今世紀初頭の英国におい
て，地方の中等学校での教育に携わる中で，独自の観点から外観描・2手中心の当時の支配的なカリ
キュラムを革新し学習者中心の美術教育への道を開いた人物として知られ，我が国にもその著









な部分は，イングランド中西部のダドリー女子高等学校 (DudleyGirls' High School)勤務時代



































種のものを確認することができるo すなわち， Drawing Syllabus 1915 -1916， Dudley Girls' 

























































いるのが， rフワー・マインド 6 ピクチャー(freemind pictures) Jと名{すけられたものである O
「マインド e ピクチャー」とは，簡潔に述べれば自を閉じて心に自然に浮かんできたイメージを
描くことであるが，その来歴は研究者の聞でも明らかではな ~\o もちろん， リチャードソンの恩
師であったパーミンガム奨術学校のキャタソンースミス (R.Catterson -Smith)による， いわ
ゆる「関線描法 (shut-eye drawing) jとの関連性は充分考えられるが， キャタソンースミス
の指導法が，学習者外部のモチーフを記憶して再現することに重点があるのに対し， リチャード
ソンの「マインド・ピクチャ-Jが，学習者内部のイメージを拠り所にするという点では，はっ


















図 Gnet白?Roderik 14綾「マインド・ピクチャーjと記述 図2 Muvi由17W畠gotaff 13産量
図 EvelynRound15重量 1921年 rA+Jの畿示2鏑所
作重量Re述「マインド・ピクチャーに事基づいて。とても成功しました。」
凶" JoyωWord白1 7蟻
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資料 ダドワ一女子高等学校美術指導計画審 0916---21年の間?)MRA 3155 
( )内は訳者補足
自機 銭的な衝動が解放されるような表現の手段を与え，芸術的な知覚を養い，保護し，刺激すること。主
として創造的な学習を通して，感覚の水準を高めること。
方法 蒋現描等としての描画の技術は，手段としても目的としても教えない。描き始める前に，心の中にア
イデアをつかむことが非常に強調される。このために，心にイメージを思い浮かべること(visualizing) 
が奨励され，子どもは心の中のイメージを拠り所にすることを教えられる。これは，低い水準の技術でも受
け入れられるという窓味では決してなし、反対に，技術は表現に付随するものであり，分離したものではな
いとみなされる。
学智内容は全校を通じておおむね共通であるが，題材は子どもたちの年齢に適した方法で与えられる。以
下は，通常一年間に実施される学習内容の概略である。
1. フリー・マインド・ピクチャー
通常，生活の悶常的な事栴から心が離れているときに心に現われるイメージの描菌である。これらは，
? ? ??
心理学者の興味の対象となったり，子どもにとっては感情のはけ口であったりするが， (この学習では)
技術を獲得するための最も健全な拠り所として使用される。
2. ノfターン
心iこ現われるイメージの，より慈識的で秩序立てた配盤。これらは，与えられた単位形から構成される
こともある。
3. ダド 1)ーと鹿閣の環境に触発された絵
子どもたちが個々に見てきたことや，築関での遠足などによるもの。
4.お話し(教師が自分の経験や想像による情景を諮って聞かせること)による絵
お話しは，想像のための刺撤であって，縮部まで再現される必要はない。
5.持や物語などによる絵
6.材料の扱い，混色，絵の奥の組成と名前，絵の具の代用などに関する練習を随時行う。
7.上級クラスでは，奨術批評などを読み，話し合いを行う。画家についての簡単な説明を添えて複製画が
示される。
? ?
